
沖縄県総合運動公園リスクマネジメント、KY（危険予知）対応（公開用） 

 

沖縄県総合運動公園 

 企画運営アドバイザー福島誠司 

 

 この資料は、県総職員研修用にコロナの頃作ったものです。 広い公園管理においては、

すべての職員がリスクを理解し、公園内移動の際にも注意を払って安全安心な公園管理を

多くの職員の目で、五感でリスクを把握し対応するために作りました。  また、多くの利

用者の皆さん、ボランティアでお手伝いしていただいている方々のご協力ご理解もいただ

きながら安心安全な公園にしたいと思います。  

 私もすでに高齢者となり、所長からアドバイザー相談役になりました、今まではどちらか

というと子供たちに向けた体験学習冒険教育をメインで行っていました、まあ現在もそう

ですが夏休みが終わり夏のイベントやボスの夏休み子供食堂も終わりました。  

気付くと高齢者になり自分自身つくづく感じているのが、健康管理の重要性です、公園は

沖縄県における健康寿命を延ばす最前線の施設場所でもあります・・・健康でないと楽しめ

ませんので、怪我のないように、ウォーキングやテニス、水泳、ジムトレーニングなど各種

スポーツ、早朝のラジオ体操、自然を感じるウォーキングコース、景色のいい海岸線、季節

の花々、ユリ園や、ゆい池、森の池などストレス解消にもなる散歩コースなど、健康長寿の

為の施設でもあります、楽しいことを長く楽しむために健康寿命を延ばせるようにできる

運動公園を目指しています。    

 個人的には、冬はスキー、夏場はロープーウェイで上りトレッキング泊りは山小屋、縦走

してまたロープーウェイで下るという昔やっていた登山という名の根性系トレーニン

グ・・・重い水食料テント背負って、下りは駆け降りるような、雄大な景色と達成感自己満

足は捨てて、楽しめる自然体験を目指しています、いくつになっても何度登っても山では新

しい体験を感じます。 孫たちにも沖縄でカヌーシュノーケリング教えて、雪山でスキーを

教えて、ってジイジは頑張りたいと思います。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



沖縄県総合運動公園リスクマネジメント 

安全管理の４原理 

「安全・安心」のうち「安全」はとても大切です。 

一般的に安全の管理（=リスクマネジメント）は４つの原理で考えます。 

• リスクの排除 

• リスクの分散 

• リスクの最小化 

• リスクの保有 

リスクの排除とは、リスクを高める危険因子を取り除くということです。 現在の県総でい

うと雨続きで滑る園路の滑る部分をなくす。野外活動で言えば、危ないことをしないとか、

沖縄本島一周は自転車をやめる。レンタサイクルは天候が崩れそうだから、サイクルセンタ

ーを閉鎖するということです。 

リスクの分散とは、自分以外とリスクを共有することで、一人一人のリスクを小さくすると

いうことです。県総ならば危険個所を注意表示、野外で言えば、危険因子の説明をして参加

者もしっかりリスクを理解して、ボスの言うことを聞くように集中、ボスより前を歩かない

などに、参加者なりのリスクマネジメントを行うということです。 ただし、コロナ禍での

感染拡大防止に関しては「集中」です。コロナ禍ではこの分散と集中の概念が共存すること

になります。 

リスクの最小化とは、アクシデントの発生確率を下げたり、それによるダメージをより少な

くするということです。雨で滑る園路の清掃活動、泥を取り除く、発生確率減は落雷時に金

属を外したりとなります。   それによるダメージとは八艘飛びなどを行う際、ライフジ

ャケット装着やヘルメットを被って頭部外傷のダメージを少なくするということです。 

最後の保有とは、リスクをそのままの状態で受け入れ、アクシデントが起こらないようにコ

ントロールする、もし危機状態になっても、それをコントロールしてリカバリーすることで

す。   

県総ならば、清掃活動を利用者に見せる、危険個所を具体的に保有し対策を見せる、そのこ

とにより利用者参加者にも保有の原理が働く、また野外活動に出ること自体、リスクの保有

と考えることができる、この原理が野外の教材とも言えます。子供事業の場合指導者のスキ

ルスタッフのスキルにより保有率が下がります。 

 

これは全て「安全」のためであり、出来て当然、出来なければやらない決断も重要。 

だから野外活動や登山クライミングをやる人は、リスクが高ければ高いほどやりがいもあ

り楽しいし、危険リスクの需要具合を考えて様々な対策を立てて、それを実行して、経験値

を上げ需要度を上げここまでならば、この参加者でこのスタッフならば大丈夫と判断でき

るスキルの確認、 また、次の事業には前回の結果、反省を踏まえスタッフもスキルアップ



し、成長したスタッフとともに新たな発展事業を安全な中で体験させる。 

 「安心」の定義とは・・・・心配のない状態・・・・緊張のない状態・・・・・？？？？ 

野外自然は本来、安心できる対象ではない・・・・ 

安心は、参加者の親御さんの「安心」ではなく、私たちが（事故もなく・安心したい）とい

う願い、思いです。     ここまでは対象が野外の参加者としていますが、公園管理で

は対象が公園利用者不特定多数、高齢者、幼児、弱者を含むため以下のプロセスが重要とな

ります。 

 

リスクマネジメントのプロセス 

公園管理のリスクマネジメントのプロセスは以下のように考察出来ます、また、公園内 KY

（危険予知）能力、講習修了者がコントロールできる環境下である前提において。 

1) リスクの特定：リスクがあることを認識すること。（例えば熱中症） 

↓ 

2)リスクの評価：ハザードの特性、利用者（年齢性別、団体種別、経験値、習熟欲求な

ど）指導者、管理者のスキル、安全対策の基準評価、時間軸によるリスク把握、ヒヤリ

ハットの発生頻度通年で考えると早朝が多い、警備だけの時間帯、ダメージの大きさを

見積もります。（人員配置、熱中症、OS-1 配置、冷却室内なら冷房、屋外なら氷、ペッ

トボトル氷、循環バス、救急車要請） 

↓ 

3)安全管理の計画：リスクの回避、分散、最小化、保有の戦略を立てます。 

 （屋外放送、1 時間に 1 回、各施設職員対応スキル講習済配置、AED、利用者への呼

びかけ、ポスター掲示、団体指導者への周知、熱中症警戒アラート時に、警戒マイクロ

バスの運行） 

 

4)安全管理の実行：計画に基づきリスクのコントロール、危険からの回避、離脱を行い

ます。 （計画の実行、屋外屋内放送 1時間に 1 回、移動職員による声掛け）（熱中症、

OS-1 配置、冷却室内なら冷房、屋外なら氷、ペットボトル氷、救急車要請）職員スタ

ッフのラインでの速やかな連絡網、情報共有、協力体制の運用 

 

5)安全の評価：安全を評価し、当該リスクに対する安全管理の終了を決定します。まだ

リスクがあれば、2)に戻ります。（熱中症気温低下以外の回避行動なし） 

↓ 

6)解決：当該リスクがなくなった状態。 

↓ （熱中症気温低下による警戒解除） 

 

7)リスクの監視：新たなリスクに対する観察・警戒 



 リスク管理に「安心」のステップはない。 

自主事業イベントで必要なリスクマネジメントの行動指針は、「安全・警戒」。 

活動場所、天候、ウィルス、ハブ、クラゲ、爬虫類、昆虫などの生物、レプトスピラなど細

菌も自然の一部です。「安心」よりも「警戒」が正しい心構えです。 

 

コロナ禍では「安心」のために、街よりも感染リスクは理論的に低い、野外に行く人もいま

すが、野外ではそれ以外のリスクが複合し、より高度なリスクマネジメントが必要になる認

識の上で公園利用者の受け入れが行われているか。 

野外で、新型コロナウィルスに感染しなくても、「安心」しっぱなしでは、もっとダメー

ジの大きなアクシデントを起こし、結局はそれが、地域の医療機関に負荷をかけることにな

る、公園側としてリスクマネジメント、リスクヘッジを行っているかが、事故が起こった場

合の責任の重さに直結します。（ここから先はクライシスマネジメント） 

  

野外活動において安全安心を感じるとき、それは、優れたスタッフ、優れた参加者、成長し

た指導者に囲まれて、それぞれが自立して適切にリスクマネジメントしているときに、確か

に「安心」と感じる時がある。 

公園利用者も事業イベント参加者も日ごろからの公園管理者の取り組み、清掃班、植栽班、

施設管理職員スタッフの細かい配慮を感じられる状態、（リスクの分散）公園管理が見えて

いるときこそ「安心安全な」感覚、気分になる。 

ただ、安心できるときこそ、何かが、起こるを、考えている立場が上司と呼ばれる皆さんで

す。 

 

また、最近の傾向に対するリスクマネジメントとして職場内での不法行為、職員、スタッフ、

アルバイト内部従事者による職場テロと言われる行為（犯罪）により、会社の営業に多大な

損失、信用低下を受ける場合があります。   SNS 等での迷惑行為の拡散、業務上横領、

飲酒運転、不法薬物所持、隠しカメラ・隠しビデオを使った犯罪行為、「迷惑防止条例違反」

ストーカー行為、ハラスメント行為など、社員のガバナンス、コンプライアンスの理解がで

きているかが問われる要因です。 

また、公園内利用者同士のトラブル喫煙マナー、猫の餌やり、施設利用交代時片付け時間、

また特に飲酒を伴うキャンプ場、お祭りは注意が必要で、以前のようなガールスカウトなど

子供の為のお祭りであれば早い時間で片付けまで終了するため多目的広場を会場としても、

公園喫煙禁止、キャンプ場のルール規則時間割などには、係わらなかったが、基本的には飲

酒を伴う祭りの場合終了時間が遅い為キャンプ場のマナールール違反、喫煙マナー違反（公

園内禁煙、特にレクゾーン側では子供が多い為禁煙、喫煙場所はスポーツゾーン３か所）が

予想される、その為基本的には飲酒を伴う場合は会場を陸上競技場前や集いの広場で行う

ようにし場所（喫煙場所）、近隣施設のリスクを最小限にとどめる必要がある、また、最近



では泡瀬漁港でのお祭りでのトラブルマナールール違反による利用禁止が取られるような

主催団体の情報も共有、他府県では主催団体に反社会的勢力の関係者が認められたためお

祭り自体が中止になった事例もあり、 今後お祭りの申込書において、飲酒を伴うものにつ

いては大小を問わず、警察署への確認、警察官詰め所の設置などをお願いするとともに申し

込み主催者の団体概要構成員名簿、お祭りの目的、出店業者名簿、祭り開催時の損害賠償保

険加入書写し、などを提出していただき利用者同士のトラブルでも対応出来るリスク管理

を行う。   また、前の首里城消失により警備員のスキルUP、初期消火体制を含む研修

を日頃から訓練の実施をお願いしているがそれに加え、公園側の防火訓練の際も警備員の

参加を義務化し火災報知器発報の際には県総職員も含め必ず消火器を携行することを義務

とする。 

    

 起こってしまった場合社会に対しての責任、誠実に透明化した事実を明示すること。 

リスク管理は、車両を利用する職員の毎日のアルコールチェック、体調チェック、その他に

年１度のストレスチェック、労務管理による毎月の労務研修会の開催、社員一人一人への医

師による産業医面談（リモート）なども重要なリスク管理項目ですが管理施設ごとの社員数

が少ない場合でも今後行うべきと考えます。  また、売店惣菜調理の担当者は毎年の健康

診断に検便の義務化、自己加工食品は検食の実施保管を行い食中毒のリスク管理を行うこ

と。 

定期的な研修、各種報告書手続きの速やかな提出の徹底、毎日の金銭出納帳の確認、本社会

計経理機能のスピード化、充実（会計ソフトの見直し）、クラウド帳簿帳票等の２日以内で

の提出、会計業務の迅速化などによりリスクの最小化を図り、管理責任者（所長）によるリ

スクの観察、警戒、監視体制が重要となる。  

 

 

 

 

 

 

 



県総事例から見るリスクマネジメント考え方 

1） リスクの特定：リスクがあることを認識すること。沖縄のお盆が終わるとバナナやグ

ァバ、パパイヤなど果物が使われ餌が減るため１０月ごろから公園内に餌を求めて、

フルーツバット（大蝙蝠）が増えクワディーサー（ももたまな）ガジュマル、クロヨ

ナ、他にも新芽を食べにくる、夜行性の為日中清掃作業してくれても朝になると園路

にはたくさんの皮を食べられた実や糞が大量に落ちている、早朝警備員だけの人員配

置の時間であり対応が手薄、早朝解放しているのは公園運営側であるという認識。 

↓  

2)リスクの評価：ハザードの特性、安全対策の基準評価、ヒヤリハットの発生頻度、

ダメージの大きさを見積もります。 

↓実は硬く油分もあり滑る、ねんざ、骨折、靭帯損傷、実が硬い為踏んで圧迫骨折、

転んでのダメージが大きい、早朝はまだ暗く葉っぱも落ちている場合は認識しにく

い、発生頻度も高い，外灯が防犯灯の為、夜間の園路走活動には最適ではない。 

 

3)安全管理の計画：リスクの回避、分散、最小化、保有の戦略を立てます。 

早朝の清掃活動、朝の静けさを損なわないように自在帚で園路の外へ飛ばす。 

 ブロワーは近隣住宅もあるため８時以降利用、５時から歩く高齢者も多いがピークは

６時３０分の朝のラジオ体操前後、その後犬の散歩者が増える、スポーツゾーン側１，

４キロの散歩コースがラバーコースでありスピード練習の人も多く重点的に行ってい

る所要時間１時間４０分 最初は事務所前からサッカーラグビー場側へ時計回りで園

路が狭いところから始めサブグラウンドで終了・・・天気が良ければ時期的に１１月に

かけてマラソン前になると１００名程から日曜日は５００名程になる、清掃を見せるこ

とでリスクの回避、分散、最小化、保有の戦略が図れる、清掃活動をしている回避行動、

利用者に危険認識、リスクの分散、リスクの最小化、参加者がリスク認識保有自分でも

注意してくれる、その為少しのダメージで済む場合が多くなる。   見せる戦略 

結果ボランティアで清掃活動に協力していただける利用者の意見により、外灯下に１０

か所箒を設置協力者も増えてきている。 

 

 



4)安全管理の実行：計画に基づきリスクのコントロール、危険からの回避、離脱を行

います。 （計画の実行、職員による声掛け、SNS での発信） 

↓ 

5)安全の評価：安全を評価し、当該リスクに対する安全管理の終了を決定します。 

初春になると他の場所で果物類が育ちフルーツバット大蝙蝠が分散実も落ちなくな

る 

まだリスクがあれば、2)に戻ります。 

↓ 

6)解決：当該リスクがなくなった状態。 

↓ （気温低下、季節変化、状況変化による警戒解除） 

  （通年の園路での転倒原因は、舗装面の老朽化沈下にある、解決策は路面張替えである、 

県の工事を待つことが解決策であるが、事例考察と理解してもらいたい） 

7)リスクの監視：新たなリスクに対する観察・警戒   

   建物壁天井の剥離、瓦の破損落下、屋根の植物の撤去、園路ラバーの切れ 

   蜂の移動、巣の撤去 池の水草除去 高木による外灯の隠れ、枯損木の落下高木剪定、 

   自然観察の森道路のひび割れ、落石等、園路の滑り、床の滑り、木道の劣化、池の周

辺地盤沈下、深夜徘徊の子供たちタバコ、火遊び、器物破損、落書き、プールへの不

法侵入、園内道路への高齢者、障がい者、車乗り入れリスク（任意保険加入車両のみ、）

若者小中高生園内での暴走行為、夜間警備火災報知機作動の場合は必ず消火器を持

って現場確認、そのまま初期消火ができることが重要、通報 レンタサイクル自転車

の事故、 

   お祭り飲酒でのマナールール違反利用者同士トラブル、キャンプ場ルールマナー違

反、禁煙場所でのたばこ、利用者同士のトラブル、ハブ、蜂、クラゲ危険生物、犬、

猫のマナー違反、現在駐車場不足の為行っている早朝の運用時間を５時からにし、高

齢者などのウォーキング、ランニング早朝５時から開放し８時には帰っていただけ

るようにし大会参加者利用者の駐車場利用に重ならないようにしているが、それに

よる、主に北口夜行性のハブの危険性リスクを伴うこととなる。 

    日ごろの仕事でのリスクの特定監視とは、現状点検している遊具や、施設、園内安

全管理業務にあたり、大雨水害時の備え、台風時の備え、外灯や、側溝の点検が重要

だと自覚しているか？ 側溝に草が侵入していたり、水飲み場が汚れていないか、観

察、警戒は業務日報を作り日程管理が重要になる側溝のつまり放置による水没など

も実際に起こっている、また、職員スタッフの業務観察、不正の警戒、職員の定期異

動など人事も含め、リスクマネジメントを考えてほしい。 

    社員研修が重要となる、文書では経験値、予備知識がない為、理解が難しい。 

 

 



 

KY 危険予知トレーニング 

 

身近な生活、活動の中に様々なリスクは存在する、その中で私たちは小さいころから体験や

生活、人のコミュニティの中でリスクの回避、分散、最小化、保有を学んできている生きる

力と言われるものの一つだ、その中でどれだけの多岐にわたる経験を積み知識を得たか学

んできたか、例えば生活の中で火は熱い危ないとの認識をどこまで理解しているか、火は危

ないだけではなく料理，暖を取るなど利用価値もあり、現在電磁調理器によって置き換えら

れてきている火から熱だけを安全に取り出すことへの進歩だ、熱を得るという目的を、火の

危険部分を最小化し電磁調理器の熱の危険要素を保有しながら利用している。  

 火による火災や事故、危険を予知して回避している。 

危険予知は、人それぞれの体験や経験、活動範囲、認識、気付き、様々な立場で様々な場所

で培われた想像力をはたらかせ危険と認識できるか、予見し対策することを目的とした行

動のことである。  そのトレーニングは空間場所時間コミュニティ立場での経験値を積

むことが重要となる。 

 

 

 

 

 

 

３０年ほど前から付け足しながら作ったリスク管理資料です、参考にしていただければ幸

いです。 

 

 

 

                         福島 


